
 重大インシデント報 
                                                     航空局技術部 

運   航   課 

 平成20年 2月16日 

 １．発生日時／場所 

平成20年2月16日   10時33分ころ 

新千歳空港Ｂ滑走路上 

 ２．運航者 

（１）日本航空ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

航空機  国籍／登録記号 JA8904 型式 ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ747-400D型 

出発地及び最初の着陸予定地 (便名 JAL502） 

 新千歳空港 → 東京国際空港 

搭乗者 乗務員 18名 乗客 428名 計 446名 

（２）日本航空ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

航空機 国籍／登録記号 JA8020     型式 ﾀﾞｸﾞﾗｽ式MD-90-30型 

出発地及び最初の着陸予定地 (便名 JAL2503） 

 関西国際空港 → 新千歳空港 

搭乗者 乗務員 5名 乗客 121名 計 126名 

 ３．概要 

   日本航空502便は、飛行場管制官から離陸のため新千歳空港Ｂ滑走路に進入し待機

するよう指示を受け当該滑走路に進入したが、離陸許可を受けないまま離陸滑走を

開始した。その際、既に当該滑走路に着陸していた日本航空2503便が当該滑走路を

離脱しておらず飛行場管制官から直ちに停止するよう指示を受け離陸を中止した。 

 ４．負傷者 

 なし 

 ５．機体の損壊等 

 なし 

 ６．備考 

    本事案は、航空法施行規則第166条の4第1号に規定された「他の航空機が使用中

の滑走路からの離陸の中止」に該当する事案であり、重大インシデントに該当する。 

 

別紙 



出発機

ＪＡＬ５０２

Ｂ7４４

到着機

ＪＡＬ５１３

Ｂ７４４

Ｂ９

Ａ６ Ａ９

到着機

ＪＡＬ２５０３

ＭＤ９０

× × × × ×
× × ××× ×

× × × × × ××××

両機の距離 約６,０００ｆｔ

着陸復行指示時の
空港までの距離

約５NM

概要図

×： 雪による誘導路閉鎖
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